
つ
い
に
「
名
古
屋
市
国
保
資
格
証
明
書
」
が
廃
止
に
！

９
月
１
日
か
ら
、
名
古
屋
市
は
国
保
の
資
格
証
明
書
（
１
年
以
上
の
滞
納
者
に

保
険
証
の
代
わ
り
に
発
行
さ
れ
る
も
の
、
窓
口
で
十
割
負
担
）
を
廃
止
。
名
古
屋

市
保
険
年
金
課
長
が
、
各
区
の
福
祉
課
長
あ
て
に
出
し
た
通
達
に
よ
れ
ば
「
資
格

証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
目
的
化
し
て
滞
納
整
理
の
進
捗
が
見
ら
れ
な
い
案
件

が
散
見
す
る
こ
と
や
、
他
都
市
に
お
い
て
も
資
格
証
明
書
に
よ
ら
な
い
滞
納
整
理

に
舵
を
切
る
事
例
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
従
来
の
長
期
滞
納
者
認
定
を
廃
止
し
、

原
則
と
し
て
全
て
の
世
帯
に
短
期
保
険
証
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
被
保

険
者
の
医
療
ア
ク
セ
ス
を
確
保
し
つ
つ
、
証
更
新
に
よ
る
折
衝
機
会
の
増
加
を
図

る
な
ど
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
名
古
屋
市
で
は
二
十
年
前
か
ら
、
資
格
証
明
書
の

発
行
が
始
ま
り
、
初
年
度
は
５
３
だ
っ
た
資
格
証
明
書
が
、
年
々
増
加
し
、
昨
年

度
に
は
３
千
世
帯
超
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
県
下
で
の
発
行
数
の
８
割
を
名
古
屋

市
が
占
め
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

北
部
民
商
の
会
員
で
「
税
務
調
査
に
な
っ
て
二
百
万
も
の
国
保
料
の
追
徴
が
発

生
、
毎
月
７
万
ず
つ
払
う
も
、
窓
口
で
滞
納
が
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
な
い
と
保

険
証
が
も
ら
え
な
い
」
と
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
交
渉
を
重
ね
て
も
す
ぐ
に
発
行

さ
れ
ず
、
そ
の
間
に
病
気
が
進
行
し
、
後
日
入
院
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
他
団
体
か
ら
の
相
談
で
は
、
体
調
悪
化
で
働
け
ず
保
険
料
が
払
え
な
く
な

り
、
短
期
保
険
証
の
交
付
を
区
役
所
窓
口
で
申
請
し
た
が
「
納
付
約
束
が
で
き
な

い
な
ら
渡
せ
な
い
」
と
言
わ
れ
、
病
院
に
行
く
の
を
た
め
ら
っ
て
い
る
あ
い
だ
に

癌
が
進
行
し
て
亡
く
な
っ
た
「
手
遅
れ
死
」
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
市
当
局
は
「
病
院
か
ら
連
絡
が
あ
れ
ば
交
付
す
る
」
「
風
邪
や
歯
痛

程
度
で
は
保
険
証
を
渡
せ
な
い
」
と
か
た
く
な
な
姿

勢
で
し
た
。
保
険
医
協
会
や
医
療
生
協
、
労
働
組
合
、

年
金
者
組
合
、
民
商
も
参
加
す
る
社
保
協
と
し
て
、

資
格
証
明
書
は
廃
止
す
べ
き
と
粘
り
強
く
訴
え
て
き

ま
し
た
。
資
格
証
明
書
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
短

期
保
険
証
や
未
交
付
の
問
題
は
残
っ
て
い
ま
す
。
国

保
、
介
護
を
よ
く
す
る
署
名
も
、
今
年
の
新
し
い
署

名
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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数は力！あなたのまわりの業者の方を民商にご紹介ください！

国保減免学習・相談会を開催

新型コロナウィルスの感染者数は、先月と比べると

減少してきていますが、営業への影響は続いていま

す。影響で、売上が昨年の3割以上減少する見込みの

場合、国民健康保険料が減免されます。

コロナウィルスに感染して亡くなったり、入院した

りした場合には、国保料が今年2月から来年3月まで

の保険料が全額免除されます。学習・相談会を開き

ますので参加希望の方は申し込んでください。

東京で仕事をしている会員から「コロナに感染し

ました。10日から入院です。何か保障がありますか」

と電話がありました。この方は建設国保加入のため

「傷病手当」が1日４千円給付されます。国民健康保

険では、事業主には、コロナでも傷病手当がありま

せん。「国保にも傷病手当を」と声を上げていきま

しょう。

＜日時＞９月28日(月)１４時～１６時
＜場所＞民商事務所3階

健康診断を受けましょう！

民商共済会主催の健康診断を１０月に行います。

民商検診では、自治体検診に血液検査の項目をプ

ラスしています。また、西区の方は、身近な地域

の開業医で受けることができます。

自営業者は、体が資本、毎年の健康診断で欠か

さずチェックし、病気があれば早めに治療しましょ

う。病院によって、健診日時が違いますので折り

込みの案内をよく読んで申し込んでください。

また、この機会に共済会に未加入の方はぜひ加

入しましょう。


